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この女性が「日本を救う」！ 2010/12/04 06:36 

 平成のジャンヌダルクかサッチャーか 

  

   日本初の女性総理大臣は、若くて 

   しっかりした国家観の稲田朋美に！ 

  
   「稲田朋美スペシャル」をお届けします。収録したのは12月1日、ニッショーホールで行われた民主党（菅）内閣倒閣宣言！国

民大集会での挨拶。去る10月6日、菅首相の所信表明演説を受けての衆議院自民党の代表質問（3本）。そしてそれを受けたチ

ャンネル桜への出演。最後はこれまでの稲田朋美さんの動画で最も再生回数の多い（10万回を超えています）昨年11月の衆議

院予算委員会での質問です。 
  
  いまでも良く覚えています。反日マスゴミの謂われのない誹謗中傷のなかで行われた一昨年夏の衆議院選挙。私が支持し信

頼してきた保守系議員が次々と落選、無念の涙を呑んだ中で、福井の稲田朋美さんが見事二回目の当選を果たしたことを。そ

の後のチャンネル桜の番組の中で、選挙戦中盤から気がついて「反民主党ではなく、自分の思いを率直に訴えたことで手応えを

明確に感じた」と語っていました。 
  

 
  

   で、何故いま「稲田朋美」なのか？ですが、目前に迫った菅内閣・民主党政権崩壊の後を受けた保守大連合による救国内閣

のトップにどうだろうかという提案です。既にIZAブログの古森義久氏、島田洋一教授が同様の提案を以前にしていましたが、皇

紀2671年、日本で初めての女性内閣総理大臣誕生！「稲田朋美、52才」を希望致します。 
  
   間もなく誕生する保守連立政権は、その核が自民党になることは現在の小選挙区制のもとではほぼ間違いありません。願わく

ば解散・総選挙の前に自民党も現執行部を刷新して「戦う自民党」の陣容を整える、ということが前提です。その理由はいまさら

述べるまでもないと思います。先の衆議院選挙大敗を受けて、自民党は結党時の保守の旗を鮮明にすると誓った筈ですが、や

はり根っからの保守がトップに立たないと、随所にほころびが目立ち、せっかくのチャンスを何回も失ってきたからです。  
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   ところで、現在は「頑張れ日本！全国行動委員会」の活動が本格的な広がりを見せ、あれほど無視し続けてきたマスコミも部

分的とはいえ報道するようになりました。何せ、数百本の日章旗が林立するデモですから、画像や動画を配信するということは、

即ち「多くの日章旗」を報道する、と言うことでもあるのです。従来なら、一部の右翼団体の行動と、無視され続けてきた抗議行動

が何故、国内の左翼系メディアでも報道されるようになったのか？。 
  

 
  

  女性、きもの、ベビーカー、子ども 

  保守の活動拡大に貢献した立役者 

  
   それは私なりの解釈ですが、キーワードは女性、きもの、赤ちゃん・ベビーカー、そして子どもです。ごっつい体の怖そうな男ば

かりの集団だったら、右翼団体のレッテル貼りで無視し続けられたでしょうが、傑作なことに海外メディアが真っ先に注目し、ベビ

ーカーを引く素敵な若いママが小さな日章旗を振る姿を世界に配信したのです。「おお～ついに日本の愛国女性も立ち上がった

のか？」と思ったのかどうかはわかりませんが、これはインパクトがあったと私は思います。 
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   だからこそ、それまで躊躇してきた普通の人もどんどん参加するようになり、いまや頑張れ！が呼びかけると参加人員は記録

更新の連続です。いままで自宅に旗日でも日章旗を掲げた経験のない人が、はじめて参加して日の丸を掲げる、皆と一緒に「君

が代」を歌い、極めつきは「天皇陛下万歳」を全員で行って感激する、という連続なのです。 
  

 
  

   この「日の丸、君が代、天皇陛下万歳」の三点セットは、戦後の左翼と左翼メディアが支配してきた「自虐史観」の言論空間で

は悪夢のような事態でしょう。あってはならないことが特に昨年から今年にかけて連続して起き、しかもますますそのパワーが拡

大しているのです。その原動力になったきっかけの一つとして、私は「女性陣」の活躍に拍手を送りたいと思います。  
  
   稲田朋美さんの話に戻すと、従来の自民党ベテラン議員の感覚でいうと、当選回数も少ない、党三役や閣僚の経験もないか

ら、今は次に向かって勉強の時期。女性というなら小池百合子本命、次点で山谷えりこ、ということになるのでしょう。しかし、掲載

した臨時国会の代表質問の動画を見てください。拍手喝采ものではないですか。自民党もよく知っているからこそ彼女に代表質

問を託したのだと思います。 
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   もう一つ、ここで安倍晋三氏や平沼赳夫氏となると、反日マスコミの狂ったようなネガティブキャンペーンが展開される事は間

違いないことですが、一般には「無名」に近い存在の若い女性が登場したとなると、正面から非難することは難しいでしょう。彼女

が「自分の国は自分で守る」といったら、多くの国民は「当然」と共感し支持すると思うのです。もう少し「雄弁術」を身につければ

人気はジワジワと上昇するはずです。 
  
  ニュース性と話題性はピカイチです。ネットでは平成のジャンヌダルクとか日本のサッチャーとかいうネーミングを見受けられま

すが、要はしっかりした国家観をもった若い女性を日本の総理大臣にしたいと言うことなのです。あくまで私の「独断と偏見による

提言」ですが、いかがでしょう。日本の危機は初の女性総理が救う、それをベテランの保守議員が全力でサポートし、我々草の根

がしっかりと支援する、という政権を支える構図。何とか実現させたいと思うのですが。 
  

---------------------------------------------------------------------- 

大江健三郎から司馬遼太郎に転向？ 

オイオイ！！！ 
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今朝の産経新聞は1面と3面で「仙谷由人研究―窮地に立つ陰の首相」の検証記事 
の一回目が大々的に掲載されています。要注目です。（画像クリックでネット記事） 

  
  

 
 画像はyohkanさんからお借りしました。 
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タグ： 稲田朋美  初の女性総理大臣  平成のジャンヌダルクかサッチャー  国家観  保守連立政権  自民党  抗議デモ  女性

  きもの  ベビーカー  子ども   

  
   ・自虐史観を吹き飛ばす映画「凛として愛」の拡散にご協力下さい。  
    ・DVD資料については愛国女性のつどい花時計さんへ  
   ・お知らせ「凛として愛」のチラシが完成しました。是非ご覧下さい。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

  これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 
    ●ニコ動画版 凛として愛 1/3 2/3 3/3  

   ●you tube版    凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  

       ●注目・名作映画 氷雪の門 1/3  2/3  3/3      
   ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
   ●めぐみ (日本語)   1/3 2/3 3/3  
   ●日本がアジアに残した功績 
   ●真実はどこに・・・ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー   

  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(49) 

コメント(49) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2010/12/04 07:38Commented by rinahina さん 

マーガレット・サッチャーとして語るならば 
まさに正鵠 
「あなたの旗は五星紅旗でしょう、私の旗は日の丸です」 
なんとも似合いそうで我々の渇望する言葉です 

 
まかり間違ってメルケル（大連立）になっても 
「中国は我々のように知的財産権を尊重することを学ばねばならない。なぜならそれを簡

単にコピーすることは窃盗だからです」 
などありますが 

 
「日本に使えます」でしょう  

 

2010/12/04 07:55Commented by 花うさぎ さん 

To rinahinaさん おはようございます。 
 
>「あなたの旗は五星紅旗でしょう、私の旗は日の丸です」 
>なんとも似合いそうで我々の渇望する言葉です 
 
うわ～、良い言葉ですね。そのうち使わせていただきます。 

 
>「日本に使えます」でしょう 
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本当ですね。どうどうとこういう事が支那に云える首相を持ちたいですね。 

2010/12/04 08:35

Commented by さんごママ さん 

保守の大同団結を願います、そしてトップは勿論稲田知美さん。 

 
産経必死ですねぇ 

１面、２面、３面、今日は仙石特集の模様 
スポンサー離れしないのでしょうか、経営が心配です。 
もう民主の神通力は無くなったのかな。 

 
私達も購読読者になって応援しなければなりませんね。 
私は購読歴２０年以上の無敵の購読読者です。 
一時は友人達にも拡販しましたよ。 
息子が大学卒業した時には卒業祝いとして１年間プレゼントしました。 
積読でしたけどね。  

 

2010/12/04 09:17Commented by コードネームは6-4-3 さん 

ごぶさたしています。 
産経、地方版は仙谷氏のレイアウトが違いますね。 
に、しても酒巻氏の写真は秀逸です。 
「転向しても消せぬ赤」ｗ凄いですね。 
しかし官房長官辞めて、法務大臣に専念なんて許される筈も無いと 
おもいますが。  

 

2010/12/04 10:04Commented by 花うさぎ さん 

To さんごママさん おはようございます。 
 
>保守の大同団結を願います、そしてトップは勿論稲田知美さん。 
 
とにかく今は民主党政権をひっくり返すこと、真性保守の政治は着実に、という順序でお

願いしたいですね。 

 
>もう民主の神通力は無くなったのかな。 
 
もう、財界も自民党に戻りつつありますから、気を見るに敏ですね。仙谷はあからさまに

産経を名指しで非難してますし、これは戦争です。 

 
>息子が大学卒業した時には卒業祝いとして１年間プレゼントしました。 
 
なるほど、そういうプレゼントは素敵ですね。卒業祝いキャンペーン、良いですね(^^)。  

 

2010/12/04 10:06Commented by 花うさぎ さん 

To コードネームは6-4-3さん おはようございます。 
 
>産経、地方版は仙谷氏のレイアウトが違いますね。 
 
そうなんですか？ 

 
>「転向しても消せぬ赤」ｗ凄いですね。 
 
うまい表現ですよね。 

 
>しかし官房長官辞めて、法務大臣に専念なんて許される筈も無いと 
>おもいますが。 
 
舐めてますよね。大臣はおろか議員の資格すらない人間ですよ。 

 

2010/12/04 11:15Commented by しばりょう さん 

花うさぎ様 おはようございます。 

 
稲田朋美氏を日本の総理大臣に、私も 大賛同いたします。 
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ネットで、どんどん拡散しましょう。 

 
希望が湧いてきます。 

 
ありがとうございます。  

2010/12/04 11:28

Commented by しばりょう さん 

追信 

 
仙谷 大江健三郎から司馬遼太郎に転向？ 

 
辞めてください。司馬先生に失礼です。 

 
あなたは、司馬先生からみれば、正反対の人間です。 

 
あなたの言っていることは、ゾンビのような、左翼思想のままです。 

 
司馬遼太郎が描く日本人の中に あなたのように、日本を愛せない 

 
国賊は入っていません。  

 

2010/12/04 11:30Commented by kasm さん 

花うさぎさん、こんにちは。 
エントリー内容から逸れますが、民主党の山岡氏が買収疑惑ですね。 

http://mainichi.jp/select/jiken/news/20101204ddm001040037000c.html 
この次は誰の不祥事が明るみに出るのでしょうか。 
尤も、発覚したところで、例によって辞任も謝罪もないのでしょうが＞＜ 
やはり、この党には政権運営は任せられませんね。 

 
それと一つ伺いたいのですが、こちらのコメントは非公開表示にはできるのでしょうか。  

 

2010/12/04 11:34Commented by しばりょう さん 

龍馬 晋作 大村益次郎 西郷隆盛 東郷平八郎 

 
乃木希典 秋山兄弟 河井継乃助 吉田松陰 土方歳三 

 
すべて、日本を愛した生粋の日本人です。 

 
転向など、認めない。 

 
毛沢東万歳でいいじゃないですか。  

 

2010/12/04 12:05Commented by katachi さん 

仙谷のあの年で、歴史観や思想的考えを変えると言う事は、普通考えられない。 
考えられない事を平気で口にするのが、左翼民主党である。 
輿石が（歴史）教育的中立は有り得ないと言ったが、其れは立脚が左翼の立場で述べた

もので、歴史的真実を客観的立場で教える、判断すると言う事ではない。 
偏向教育をするということを宣言しているのである。 
戦後教育の延長線を続けると言う事である。 
そう言う集団が民主党衆の面々である。 
それに基づけば、あらゆる詭弁を弄しても、デタラメであろうが、どうでもいいことで、政府

でありながら、無政府状態にしようという行動である。 
しかも誰も責任を取る者が居ない。根が無政府の政府だから。 
こういう概念を持つ無政府集団を選んだ日本です。 

 

2010/12/04 12:07Commented by hasimoto214take さん 

稲田朋美首相を待望する. 
 
二期目と経験が浅いにも関わらず, 周辺には安倍元首相を 
含め優秀なブレインを集められるし, 稲田氏自身の思考が 
明晰で良い. 国民の気持ちを代弁できることが一番の魅力. 
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2010/12/04 12:15Commented by yohkan さん 

 
大賛成です。稲田先生こそ自民党総裁、即ち首相に相応しいと思います。ハニ

ートラップの心配がないことも、国民が安心できる要素です。 

 
ところで仙谷さん、自分の思想遍歴を説明するのに、なぜ小説家ごときを引き合いに出す

んでしょ。社会主義思想は大嫌いだけど、実を云うと、仙谷さんて、もうちょっと骨のある

ひとかと買いかぶってました。 

 
 

 

2010/12/04 12:16

Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん こんにちは。 
 
>稲田朋美氏を日本の総理大臣に、私も 大賛同いたします。 

 
おお～ありがとうございます。 

 
>希望が湧いてきます。 
 
そろそろ女性の首相が誕生してもよいですよね。  

 

2010/12/04 12:17

Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん  
 
>あなたは、司馬先生からみれば、正反対の人間です。 

 
本当ですよね。 

 

2010/12/04 12:20

Commented by 花うさぎ さん 

To kasmさん こんにちは。 
 
>エントリー内容から逸れますが、民主党の山岡氏が買収疑惑ですね。 

 
情報感謝です。これならやりそうです(^^；。 
 
>それと一つ伺いたいのですが、こちらのコメントは非公開表示にはできるのでしょうか。 
 
すいません、IZAは出来ないみたいなんです。コメントは「公開する」か否かだけのようで

す。 

 

2010/12/04 12:21Commented by nokotan さん 

to 花うさぎさん 
 
＞ 
＞ 
もう一つ、ここで安倍晋三氏や平沼赳夫氏となると、反日マスコミの狂ったようなネガティ

ブキャンペーンが展開される事は間違いないことですが、一般には「無名」に近い存在の

若い女性が登場したとなると、正面から非難することは難しいでしょう。 
＞ 
＞ 

 
確かに稲田さんは旗手に相応しい方です。声も良く通るし、爽やかさもあってこんな非常

時にはいいと思います。ベテランがしっかり支えれば、自民党も国民の支持を回復できる

と思いますし、そうであらねばならないと思います。 

 
 
心配は、ルーピーと管は世界から全く相手にされず、恥を晒しただけですが、彼女が国際

舞台でどれだけ通用するかだけです。正攻法だけでいけるものかどうか... 
 
 

 

2010/12/04 12:22Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんにちは。 
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>しかも誰も責任を取る者が居ない。根が無政府の政府だから。 
>こういう概念を持つ無政府集団を選んだ日本です。 
 

まったくその通りですね。 

 
日本人のメンタリティーが感じられません？  

 

2010/12/04 12:23

Commented by 花うさぎ さん 

To hasimoto214takeさん こんにちは。 
 
>稲田朋美首相を待望する. 

 
賛同頂き、ありがとうございます。 

 
> 国民の気持ちを代弁できることが一番の魅力. 
 
はい。私もそう思います(^^)。  

 

2010/12/04 12:26Commented by 花うさぎ さん 

To yohkanさん こんにちは。 
 
>ハニートラップの心配がないことも、国民が安心できる要素です。 
 
なるほど、そこまでは気がつきませんでした(^^；。 
 
>実を云うと、仙谷さんて、もうちょっと骨のあるひとかと買いかぶってました。 
 
典型的な左翼人権弁護士の顔をしてますよ。国から金をむしり取って特定アジアに貢ぐ、

という(^^；。  

 

2010/12/04 12:28Commented by 花うさぎ さん 

To nokotanさん こんにちは。 
 
＞彼女が国際舞台でどれだけ通用するかだけです。正攻法だけでいけるものかどうか... 
 
英語が話せないですから、しっかりしたサポートが必要ですね。ただ、国益とはなんぞや、

が判っている人ですのでブレーンさえ良い人を付ければ心配ないでしょう。  

 

2010/12/04 12:43Commented by tsukatsuka さん 

こんにちは。 
稲田さんは、民主党その他の屁理屈だけでわめく醜い攻撃性だけの女性議員とは異なっ

た、堂々とした攻めの姿勢を持ってますね。 
党首も少しは見習って欲しいものです。 
文中ご指摘の通り、本来であれば安倍ちゃんや平沼氏に期待となるのでしょうが、先の安

倍政権の際の狂気の叩きっぷりを考えると、政治歴の少ない女性議員というのは強みか

もしれませんね。 
いっそのこと、一気に奪還するために、稲田首班、小池、山谷、高市、森、丸川、西川各

女史を閣僚とするネクストでも提示して戦えれば、集票にも結びつくんじゃないでしょう

か？ 
さすがに保守色が強すぎて、大衆活動的にはまだ難しいですかね？  

 

2010/12/04 12:46Commented by ef5861ja さん 

花うさぎ様 

 
連日のエントリー、お疲れ様です。 
民主党では中国大使館からゴルフの接待を受けたとされる議員がいるようですね。しか

し、こと民主党議員の不祥事は、なぜかメディアバッシングの対象になりません。 
ただ、メディアバッシングをしていないにもかかわらず、この支持率…もし、自民党時代の

ように徹底したバッシングをやっていたら、間違いなく支持率は一桁だと思います。 

 
さて、私は党の代表（自民党の場合は総裁ですが）と総理大臣を変えてもよいと思ってい

ます。仮に総選挙になった際、自民党が「過半数を獲得できれば稲田氏を総理大臣に推
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す」というスタンスで選挙活動をしたら、国民がどのように反応するか、興味があります

ね。ベテランの議員諸氏は、バックアップに回れば良いわけですから。 

 
また、一般的にマスゴミは、女性候補をたたくと女性読者（視聴者）を敵に回すため、バッ

シングは躊躇すると思います。逆にワイドショーなどは、盛んに取り上げるでしょう。 

 
長文、失礼しました。  

2010/12/04 13:03

Commented by katachi さん 

稲田朋美議員の演説は、民主の野次を凋ませるほど、声の通りがよく、耳に

届きます。 
尚且つ国民を納得させる弁舌です。 

与党にとって嫌な相手でしょうね。 
与党にも正論の意味が解る連中が居るのでしょうか？野次の迫力に欠けるのは、肯定し

ている証拠ではないかと思うのです。 
最近の保守のデモもそうですが、女性が立つと、声が通り、言ってる事がストレートだから

インパクトがあります。 
女性の怒りの声は男性とは違う凄みを感じます。母と言う力でしょうか。 
女性には子（国）を守る本能が強い。 
男性は、守るために黙して命を投げ出す外向きの性格がある。 
多くのジャンヌダルクが、日本を救おうとしている。  

 

2010/12/04 13:10Commented by kasm さん 

>すいません、IZAは出来ないみたいなんです。コメントは「公開する」か否かだけのよう

です 

 
ありがとうございます。 
些細なことですが、非表示でお伝えしたいことがありましたので。 

 
個人的に稲田氏は、次の政権で閣僚に入っていただきたいと思います。 
まっすぐな姿勢と信念のゆるぎなさに大いに好感が持てる方ですが、現時点では、一般

の人々にはちょっと保守色が強いかなという印象は受けます。 

 

 

2010/12/04 13:45Commented by 花うさぎ さん 

To tsukatsukaさん こんにちは。 
 
>党首も少しは見習って欲しいものです。 
 
本当ですね。 

 
>さすがに保守色が強すぎて、大衆活動的にはまだ難しいですかね？ 
 
いや、このメンバーをみて保守色が強いと理解できる人はそう多くはないでしょう。反日マ

スゴミは別ですが。 

 

2010/12/04 13:50Commented by 花うさぎ さん 

To ef5861jaさん こんにちは。 
 
>民主党では中国大使館からゴルフの接待を受けたとされる議員がいるようですね。 
 
その慎重の記事は読みましたが、長島・笠ともに「それでも保守か！」というほど、緊張感

や状況判断があまいですね。 

 
しかし、こと民主党議員の不祥事は、なぜかメディアバッシングの対象になりません。 

 
>自民党時代のように徹底したバッシングをやっていたら、間違いなく支持率は一桁だと

思います。 

 
絶対そうですよ。それでも支持率が下がったのはマスコミ報道のせい、という官房長官で

すから呆れます。 

 
>スタンスで選挙活動をしたら、国民がどのように反応するか、興味がありますね。 
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なるほど。一つのアイディアですね。 

 
>また、一般的にマスゴミは、女性候補をたたくと女性読者（視聴者）を敵に回すため、バ

ッシングは躊躇すると思います。 

 
そうかも知れませんね。  

2010/12/04 13:53Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんにちは。 
 
>与党にとって嫌な相手でしょうね。 
 
絶対にそう思いますよ。 

 
>女性の怒りの声は男性とは違う凄みを感じます。母と言う力でしょうか。 
>女性には子（国）を守る本能が強い。 
 
そういえば最近はデモでも本当に女性陣が多くなり元気があります。 

 
>多くのジャンヌダルクが、日本を救おうとしている。 
 
いい言葉ですね～(^^)。 

 

2010/12/04 13:56Commented by 花うさぎ さん 

To kasmさん  
 
>個人的に稲田氏は、次の政権で閣僚に入っていただきたいと思います。 
 
わたしも少し前のエントリーで法務大臣候補にしました。 

 
>現時点では、一般の人々にはちょっと保守色が強いかなという印象は受けます。 
 
そうですかね？私は保守については日本国民の理解がかなり進んだと思っているんです

が。つまり「普通の考え方だ」と。  

 

2010/12/04 17:21Commented by shou さん 

ここに挙げられている女性の現職・元議員の顔ぶれで、もし「保守色が強い」と感じるのだ

としたら、ネットで情報の検証を図る我々の様な立場でさえも、《左翼支配の言論空間》の

影響から抜け切れていない、ということになるでしょう。 
また、メディアの偏った情報の洪水や意図的な封鎖に左右されざるを得ない「一般のテレ

ビ視聴者」の視点に立てば、微妙といえるかも知れません。 

 
でも、民主党の自爆ぶりが（詐欺フェストの露見と矢継ぎ早の増税論のみに限ってさえ）

すごいにもかかわらず、それを批判できないメディアを見て、どうも変だと感じる人は多い

のではないでしょうか。 

 
冷静に考えれば、日本の保守の立ち位置は「中道ちょっと左」でしかなく、まさしく「普通の

考え方」というべきものです。 
フィルターなしで直接目にし、耳にする機会さえあれば、国民の多くは頷く内容だと思いま

す。 

 
その「普通の」感覚を持って、しっかりとした意見を発信できる人材が、少し見渡しただけ

でこれだけいるのですから、実にありがたいことだと思います。 
誰を推すかで悩んでしまうぐらいです。 
稲田さんももちろん非常に良いと思いますし、今後も活躍して欲しいですが、個人的には

西川さんの復活・第一線での活躍に期待しています。 

 
保守で期待できる女性陣と男性陣を合わせて、首相他の中枢に順次配したとして、それ

だけでも内閣を何代分回せることか。 
（もちろん長期安定政権が望ましいですが、布陣が厚いのは良いことです。） 
民主党歴代の「悪夢のローテーション」の面子とは、比べるのも馬鹿らしいぐらいです。  
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2010/12/04 18:07Commented by meudon92 さん 

花うさぎさん、こんにちは、 

 
稲田さんファンなので、総理大臣に！というのは嬉しいです。 
大賛成！ 
英国のサッチャーさんは素晴らしい起爆剤でいらしたけれども、後になって彼女に対する

評価は賛否両論なので、気になりますが、稲田さんの地に着いた正論は聴いていて説得

力がありますよね。保守系でない国民にも納得されやすいと思う。 

 
ただ、気になるのは、稲田さんが与党側も感心する素晴らしい質疑を国会でしている最中

に、同じ党の小池百合子氏は、面白くなさそうに腕を組んで意地悪な目線を送っているこ

とです。 
敵は本能寺、じゃないですが、足を引っ張るのは、案外意外な所から、かもしれません。  

 

2010/12/04 18:32Commented by しばりょう さん 

花うさぎ様 こんばんわ。 

 
沈みかかった泥船をなぜ、助けようとするのでしょうか。 

 
平沼氏も、納得しているのでしょうか。 

 
与謝野氏の動きは理解できません。 

 
自分だけ 泥船に乗ればいいのではないでしょうか。 

 
大連立など、断固反対 倒閣あるのみです。 

 
＜民主接近で波紋＝小沢氏と下旬に囲碁対局―与謝野氏＞  

 

2010/12/04 20:41Commented by ozizou420 さん 

＞稲田朋美氏を日本の総理大臣に、私も 大賛同いたします。 

 
稲田朋美先生の若さ、新鮮さ、温かさ、論理的な議論の進め方などどれをとっても他の議

員にはない「日本人精神そのもの」をおもちです。 

 
世界の首脳と会談してもシッカリした国家感がありますから、「日本国も普通の国の指導

者が選ばれた」と歓迎してくれるでしょう。 

 
現在、倫理観、歴史観、経済、軍事など一流の国民（代議士を含む）が国政にあたらなけ

れば我が国家は衰亡ないしは亡国に瀕します。 

 
国民から希望の星として期待され信頼できる稲田朋美先生を総理大臣へ推挙しましょ

う。  

 

2010/12/05 00:12Commented by 小野まさ さん 

んー。ちょっと冷静になりましょうや。つまんない事をいう様ですが、 
やはり閣僚経験とかを積んで「ボス」としての実務能力を証明した後にして頂きたい。統治

する能力というのは、議論し批判する能力とは違います。 
勿論、将来の首相候補としては歓迎します。  

 

2010/12/05 01:52Commented by katachi さん 

日本人の心情がはっきり見えたのは、民主党が政権を取ってからです。 
左翼主義の独善性が、日本人の感性・肌に合わないことがハッキリしたと思います。 
現在の左翼共産主義と言うのは、独裁全体主義と同義であり洗脳しない限り生まれてこ

ない事もハッキリした。 
日本の緩やかな共同体意識・運命共同体意識と言うものが本来有るべき共産意識では

なかろうか？ 
イスラエルのキブツであったり、昔、北海道開拓の屯田兵等は、其れを代表していると思

うのだが。 
共産主義というものが、国の衣を着ると非常に凶暴化しやすい性格がある。 
下克上を生じやすい権力闘争に陥る。何故なのか？ 
日本の形態は、天皇陛下を要とした国民赤子となる親子関係的組織であり、 
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親子関係であるから上からの（天皇の）搾取は無い。 
共産主義の発生は、搾取から起る分配の不公平から生じたものである。 
日本で言えば封建社会状態から生じる問題である。 
しかし日本には権威となる天皇が存在し封建社会（幕府）の上に君臨した事が、西欧の王

族と違うのである。 
西欧で天皇に比肩できるのはローマ法皇であろうか。 
其の様なシステムが、日本には、古くから存在する事が凄い驚きであり評価しなければい

けない。 
目先の事ばかり見ていると、そのような日本の凄さを見落としてしまう。 

2010/12/05 10:21

Commented by 花うさぎ さん 

To shouさん こんにちは。 
 
>冷静に考えれば、日本の保守の立ち位置は「中道ちょっと左」でしかなく、ま

さしく「普通の考え方」というべきものです。 

 
激しく同意いたします(^^)。 
 
>個人的には西川さんの復活・第一線での活躍に期待しています。 
 
私も是非復活して活躍して欲しい貴重な人材だと思います。 

 
>民主党歴代の「悪夢のローテーション」の面子とは、比べるのも馬鹿らしいぐらいです。 
 
正直言って、これほど「バカばっか！」だとは私も夢にも思いませんでしたよ(^^；。 

 

2010/12/05 10:24Commented by 花うさぎ さん 

To meudon92さん こんにちは。 
 
>大賛成！ 
 
ありがとうございます。 

 
>同じ党の小池百合子氏は、面白くなさそうに腕を組んで意地悪な目線を送っていること

です。 

 
す、鋭い！。彼女は世渡り（政党わたり？」がうまく、自尊心が強いですからね(^^；。 
 
>敵は本能寺、じゃないですが、足を引っ張るのは、案外意外な所から、かもしれませ

ん。 

 
その予感が当たらないように祈りたいですね。 

 

2010/12/05 10:25Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん こんにちは。 
 
>与謝野氏の動きは理解できません。 
 
同じ党内なもちろん、保守系の人は誰も理解できないのでは？ 

 
>大連立など、断固反対 倒閣あるのみです。 
 
もちろんですとも！  

 

2010/12/05 10:28Commented by 花うさぎ さん 

To ozizou420さん こんにちは。 
 
>国民から希望の星として期待され信頼できる稲田朋美先生を総理大臣へ推挙しましょ

う。 

 
ありがとうございます。 

 
ここまでくると、これまでの常識を覆すサプライズも必要だと思うのですね。その場合に必
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要なのは「国益優先の国家感」をもった人だと感じているのです。 

2010/12/05 10:29Commented by 花うさぎ さん 

To 小野まささん こんにちは。 
 
>統治する能力というのは、議論し批判する能力とは違います。 
 
やはりそうきましたか？まあ、一般的にはそれが「普通」ですが。 

 
>勿論、将来の首相候補としては歓迎します。 
 
その将来、がどの程度のスパンか気になります。 

 

2010/12/05 10:32Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんにちは。 
 
>西欧で天皇に比肩できるのはローマ法皇であろうか。 
>其の様なシステムが、日本には、古くから存在する事が凄い驚きであり評価しなければ

いけない。 

 
良く云ってくれました。日本の皇室の本質を見事に言い表していると思います。 

 
>目先の事ばかり見ていると、そのような日本の凄さを見落としてしまう。 
 
はい。その「皇室打倒」を打ち出している左翼が政権のブレーンにいるのが今の民主党で

すから、これは叩きつぶすしかありません。  

 

2010/12/05 11:31Commented by しばりょう さん 

To 小野まささん  
>んー。ちょっと冷静になりましょうや。つまんない事をいう様ですが、 
>やはり閣僚経験とかを積んで「ボス」としての実務能力を証明した後にして頂きたい。統

治する能力というのは、議論し批判する能力とは違います。 
>勿論、将来の首相候補としては歓迎します。 
 
正論ですが、そういう年功序列的な、配置はこの際無視しまして、 
自民党がかわったとおもわせる、しっかりした、保守思想の持ち主として、稲田氏 大賛成

です。 
小泉くんは、安倍さんあたりに、もっと、勉強させてもらって、 
ほかの要素は文句なしですので。  

 

2010/12/05 12:43Commented by ozizou420 さん 

ＭＰＪ掲示板へ「今、望まれる総理は誰か」を取り上げました。 

 
皆さんからの意見をこの掲示板から発信し、望ましい国政の 

 
あり方を議論できれば嬉しく思います。  

 

2010/12/05 16:50Commented by 小野まさ さん 

花うさぎさん、しばりょうさん 

 
やはり引っ掛かりますかｗ 
ただ、統治能力というのは批判能力とは対極にあると思うのです。清濁併せ呑み、大同

団結に持っていく能力というか性向ですから。そういうと旧自民党的な数合わせに奔走す

るイメージを抱かれるかも知れませんが、「自社さ」とか「自公」で連立する理念の欠落し

た輩は論外の基地外です。 

 
後、当り前ながら人間は基本的に学習し経験を積んだことしかできないのです。経歴を見

る限りでは、大組織のリーダーとして応用が利くような経験を未だ積んでおられない様に

思います。 

 
ざっと８年ぐらい閣僚経験を積んで頂ければと思います。 
ちなみに、若い頃に攻撃的な人の方が、最終的に高い統治能力を持つと思います。最初

から圭角無き人間はダメです。歳を喰いながらなお圭角が鋭い人間もダメです。奮闘と挫
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折の中で圭角を磨り減らす事が大事だと思います。 

 
水をぶっかけてしまったなら御免なさい。  

2010/12/05 18:23

Commented by しばりょう さん 

ざっと８年ぐらい閣僚経験を積んで頂ければと思います。 
ちなみに、若い頃に攻撃的な人の方が、最終的に高い統治能力を持つと思い

ます。最初から圭角無き人間はダメです。歳を喰いながらなお圭角が鋭い人

間もダメです。奮闘と挫折の中で圭角を磨り減らす事が大事だと思います。 

 
水をぶっかけてしまったなら御免なさい。 

 
小野まさ様 こんばんわ。 

 
 
いえいえ、貴重なご意見ありがとうございます。 
今の民主末期政権を見ていますと 
大臣経験者は、菅さんぐらいで、ほとんど ど素人ですね。 

 
自民党の 有望株は 国会答弁見ていても、実に良く勉強しています。 
経験より、政治家として何をしたいか、日本のために、何をしたいか、国家観をしっかりし

た人でないと、だめですね。 

 
ミンスが、反面教師になっていますね。  

 

2010/12/05 19:03Commented by mmr24252425 さん 

花うさぎさん、はじめまして！ 
いつも見させていただいています。ありがとうございます！ 

 
いつもは見させていただくだけでしたが、大好きな「稲田朋美」氏が登場して、しかも「次の

総理大臣に」ということだったので、とてもうれしくてコメントさせていただきます。 

 
私は稲田氏が、衆院で１０月６日にバ菅に代表質問なさるまで、稲田氏のことは全然知ら

なかったのですが、というか、尖閣事件が起こるまで、政治にもまるで興味がなくって、ど

の人がどんな考え方のなのかも知りませんでした。 
それが、あの日、たまたま国会中継を見ていてひとめ惚れしてしまいました。 

 
その後、「頑張れ！日本・・」のデモに参加するようになったのですが、稲田氏のお父様、

椿原泰夫氏がナント、先日出来た「頑張れ！・・」の「京都本部代表」となられたと聞き、ま

すます大好きになってしまいました。 

 
お父様は、京都の府立高校の校長先生をなさっていたのに「国公立以外の大学ならどこ

でもいい」とおっしゃり、稲田氏はそのお言葉で早稲田大学に進学され、弁護士のなられ

たということです。 

 
私は稲田氏こそ「とても正しい歴史観」を持っていらっしゃる、私達の希望する日本にピッ

タリの総理大臣だと確信しています。 
先日の大集会での演説もすばらしいものでした。 
こちらにのせていただいてまた聞くことが出来ました。ありがとうございました。 
これからもどうかよろしくお願いいたします。 

 
    ↓ お父様の映像です。ご覧になってみてください。 

http://sns.mynippon.jp/?m=pc&a=page_fh_diary&target_c_diary_id=14
4735&comment_count=12 
      

 

2010/12/05 19:30Commented by 花うさぎ さん 

To ozizou420さん こんばんは。 
 
>ＭＰＪ掲示板へ「今、望まれる総理は誰か」を取り上げました。 
 
おお～、ありがとうございました(--)。  
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2010/12/05 19:39Commented by 花うさぎ さん 

To 小野まささん こんばんは。 
 
>ざっと８年ぐらい閣僚経験を積んで頂ければと思います。 

 
はい、平時ならその意見に賛成です。 

 
しかし、この段階であえて「稲田朋美」の名をあげたのは、一週間でも一ヶ月でも早く政権

交代して貰いたい。その姿は自民中心の保守連立しか我々にはあり得ない訳です。 

 
その場合、反日マスコミからの攻撃に耐え、話題性・ニュース性が充分で、なおかつ足り

ない部分は平沼、安倍、麻生のHANAの会メンバーでカバー出来る事を前提にしたので

す。 

 
ほかにも選択肢があることは承知してますが、時間と反日マスコミとの条件を考えて、稲

田朋美さんを候補にあげた、ということです。  

 

2010/12/05 19:44Commented by 花うさぎ さん 

To mmr24252425さん こんばんは。 
 
はじめまして、コメントありがとうございます。 

 
＞私は稲田氏こそ「とても正しい歴史観」を持っていらっしゃる、私達の希望する日本にピ

ッタリの総理大臣だと確信しています。 

 
正しい歴史観なら、もっとふさわしい議員も沢山いるのですが、様々な事情を考慮する

と、という条件を加味して選択した結果なんです。 

 
>↓ お父様の映像です。ご覧になってみてください。 
 
情報、ありがとうございます。あとでゆっくり拝見させて頂きます。   
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